
評価

空き家を利用したアクティブシニアタウ
ンという、新しい生活スタイルの構築

高齢者共同居住型住宅の保護犬（猫）共生型で相互みまもり（ＨＯＵＳＥ-ＺＯＯ株式会社）

課題と目的 増加する空き家と現代の社会問題を相互に解決できる「保護犬(猫)と暮らすペット共生
シニア(多世代型)シェアハウス」の事業モデルを構築する

取組内容 電話やセミナー開催による、「活用可能な空き家の発掘、所有者・事業者への啓発」、
「保護猫ルーム付きペット共生シニア（多世代型）シェアハウス」による空き家活用ス
キームを検討する。

成果 契約書、ルールブック作成及び、シェアハウス運営スキームの構築

所有者との管理契約
入居者との賃貸借契約 作成・公表
ハウスルールブック

成果

週末には、保護猫(犬)とのふれあいを求
め、近隣の方々も集い、新たなコミュニ
ティスペースとして活躍

多世代で暮らすことによる見守り効果

募集～運営スキーム 構築
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動物保護団体との
連携体制を構築

要介護認定を受けた際の
フォロー体制を構築


